私立大学図書館協会西地区部会九州地区協議会

2007（平成19）年度第2回定例幹事会議事録

１．日　　時　　2007（平成19）年12月14日（金）　13：30～16：00

２．会　　場　　活水女子大学　本館４階会議室　

３．日　　程　　

（1） 開会の言葉

（2） 幹事館挨拶

（3） 議長選出

（4） 資料確認

（5） 出席者自己紹介

（6） 協議事項

１）2007年度九州地区協議会総会の報告について

２）2008年度九州地区協議会総会実施計画（案）について

３）2007年度九州地区協議会・研究会の会計報告について

４）西地区研究会の本会からの研究発表者の発掘について

５）九州地区協議会HP及びMLの運用について

６）2008年度九州地区大学図書館協議会の私立大学部会の表彰委員館・編集委員館の

選出について

７）私立大学図書館協会役員校・当番校の選出について

８）その他

（7） 確認事項

１）本会関係の次年度以降の役員校・当番校について

２）その他

　

議　　事

（1） 開会の言葉

　　　　　 　中村芳比古福岡大学図書館図書課長から、開会の挨拶がなされた。

（2） 幹事館挨拶

　　　　　  　　　　　   幹事館（2008度九州地区協議会総会当番校）の田中俊廣活水女子大学図書館長

から、挨拶がなされた。

（3） 議長選出

　　　   　　九州地区協議会幹事会内規により、九州地区理事校の中村芳比古福岡大学図書館図書課長が選出された。

（4） 資料確認

         福岡大学から、配布資料の確認がなされた。

（5） 出席者自己紹介

　　   出席者による自己紹介が、それぞれなされた。（下記資料参照）

	地区別・職務上

内規第３条による
	大　　学　　名


	役　職　名


	氏　　　　名

	福岡北部
内規第3条第3号による出席

[2007年度協議会当番校]
	西南女学院大学
	図書課長


	渡 橋   英 子



	福岡南部
	福岡国際大学
	課長
	下 條   瑞 恵

	九州中部
	別府大学
	事務長
	吉 岡　 義 信

	九州南部
	鹿児島国際大学
	事務長補佐
	仮 屋   淳 子

	九州地区理事校
	福岡大学
	課長

課長補佐
	中 村　芳比古

世 戸   英 雄

	内規第3条第2号による出席

[前理事校]
	九州東海大学
	課長補佐
	板　東　 　弘

	内規第3条第3号による出席

[2008年度協議会当番校]


	活水女子大学
	図書館長

図書課長

図書課主任
	田 中   俊 廣

森　 　茂  樹

安 藝　真由美



（6） 協議事項

１）2007年度九州地区協議会総会の報告について

      西南女学院大学から、資料をもとに2007年度九州地区協議会総会について、事務処理等を中心に説明がなされた。

　　　　　 ２）2008年度九州地区協議会総会実施計画（案）について

　　　　         活水女子大学から、資料をもとに2008年度九州地区協議会総会実施計画（案）

                について、変更点を中心に説明がなされた。また、総会における協議事項について情報交換を活発化する方策についての検討依頼があった。

　　　　　　　 （主な変更点）

　　　　　　　　　・懇親会は、私立大学と私立短期大学は合同開催。国立・公立大学部会は別開催。 

・翌日の九州地区大学図書館協議会総会とは別施設となった。　　　　 

・参加費は3,000円、懇親会費は5,500円とする。(変更無し)

・宿泊施設の斡旋は行わない。宿泊案内は、周辺ホテルの一覧を配布する。

　　　　　　　　　理事校から、情報交換の内容、方法等については、当番校や九州地区だけでは対応できない事項もあり、協会会長・西地区会長校等とも相談し、今後検討していくこととした。

　　　　　　　　　総会実施計画（案）については、協議の結果、原案どおり承認された。　

           ３）2007年度九州地区協議会・研究会の会計報告について

                 西南女学院大学及び福岡大学から、資料をもとに2007年度九州地区協議会・

研究会の決算報告書について、それぞれ説明がなされ了承された。なお、協議会総会並びに研究会繰越金の取り扱いについては、それぞれ次期担当校に引き継ぐ旨、報告がなされた。

           ４）西地区研究会の本会からの研究発表者の発掘について

                 福岡大学から、研究発表者の推薦方法について説明がなされ、研究発表者の発掘にご協力願いたい旨要請がなされた。

また、九国大で開催される九州地区協議会の九州地区研究会の研究発表者発掘についても合わせてご協力いただきたい旨要請がなされた。

           ５）九州地区協議会HP及びMLの運用について

                 福岡大学から、資料をもとに九州地区協議会HP及びMLの運用について報告

がなされた。また、2008年度も引き続き技術支援担当者として福岡大学の野口秀実氏に依頼している旨、報告がなされた。

　活水女子大学から、自館主催以外のイベントの開催案内をMLの利用ができるかとの質問があった。

　理事校の福岡大学から、MLの利用は協議会の関連事項に限定しているとの運用方針の説明があり、了承された。　

６）2008年度九州地区大学図書館協議会の私立大学部会の表彰委員館・編集委員館の

選出について

                 福岡大学から、2008年度九州地区大学図書館協議会の私立大学部会の表彰委員館

　　　　　　　に別府大学と編集委員館に鹿児島国際大学をそれぞれ選出したい旨の提案がなされ、

　　　　　　　了承された。なお、次年度総会時に決議を行う旨、あわせて了承された。

７）私立大学図書館協会役員校・当番校の選出について(8-11P)

　　　　　　　　　福岡大学から、私立大学図書館協会役員校・当番校一覧(西地区部会関係)をもとに、2012年度西地区部会研究会当番校として鹿児島国際大学に依頼中との報告が

　　　　　　　　あった。また、2011・2012年度九州地区理事校として熊本学園大学が担当することが確認された。

　　　　　　　　　さらに、2011年度九州地区協議会総会当番校として別府大学の確認がなされた後、九州地区研究会幹事校：九州女子大学、2012年度九州地区協議会総会当番校：南九州大学、九州地区研究会幹事校：崇城大学に依頼中との報告があった。

　　　　　　　　　福岡大学から、４月の総会までに当番校を決定出来るように依頼、調整していくとの説明があり、了解された。

８）その他

　　         　　なし

　　（７）確認事項

１）本会関係の次年度以降の役員校・当番校について

      福岡大学より、資料（５P）をもとに本会関係の次年度以降の役員校・当番校について確認がなされた。

　　　＊　幹事会終了後、活水女子大学図書館等の見学や2008年度総会・懇親会会場「ロワジールホテル長崎」の下見が行なわれた。
以　上

（記録：活水女子大学図書館）
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